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東北大学実践宗教学寄附講座
ニュースレター

臨床宗教師研修の展開について
三年間を設置期間として発足した実践宗教学寄附講座であるが、早くもその半ばを過ぎ、10月から第４回臨床宗教
師研修がスタートしている。今回の受講者は19名とこれまででもっとも多く、新たに浄土真宗本願寺派ビハーラ僧
の打本弘祐氏がスーパーヴァイザーに加わっている。また第3回研修に続き、各地の医療・福祉施設での実習も進行
中である。徐々にではあるが、現場に宗教者が存在することの意義について前向きに検討してくださる医療・福祉
の関係者が増えてきたように感じられる。第１回から第３回までの研修受講者からは、在宅緩和ケア施設での患
者・スタッフのケアや、福祉施設（老人ホーム、訪問看護ステーション、デイサービスセンター等）での傾聴活動を
行なうようになったという報告が寄せられている。また、臨床宗教師としての活動でなくとも、日々の法務での信
徒対応の中にグリーフケアの要素を取り入れているという報告や、傾聴の姿勢が身に付いたことで檀家との会話の
内容が明らかに変わってきたという報告も聞こえてくる。研修に受け入れられる人数は１年間に30名程度が限界で

あり、もどかしくもあるが、研修が有益な成果を収めている
という確かな手応えを感じられることほど主催者として喜ば
しいことはない。フォローアップ研修、オンデマンド研修も
並行して実施しながら、臨床宗教師達の地道な活動が認めら
れ、宗教の公共性が真剣に問い直されるようになっていくな
らば、三年を超えて臨床宗教師研修を継続していく可能性も
開けていくだろう。引き続き、ご支援と叱咤激励をお願いす
る次第である。
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　 私は、2012年の9月より日本国際基督教大学財団の研
究員として、テンプルトン財団に支えられる研究プロ
ジェクト(“Advancing the Science & Religion Conversation in 
Japan”)を追求しながら、関東、中部、関西の幾つかの大
学を訪ねた際、3.11以降の東北大学実践宗教学寄附講座
の臨床宗教師研修の話を聞いて、非常な関心を抱くよう
になりました。とうとう、米国プリンストン大学で講演
をなさった國學院大学の星野靖二先生のご紹介のお陰
で、今年の10月22日に東北大に訪問し、高橋原先生と谷
山洋三先生と多岐に渡った話し合いを行ない、大変貴重
な機会が与えられました。以前私が教えていた東京神学
大学の卒業生の一人 が現在臨床宗教師研修に参加してい
ることや、以前にも別の一人の卒業生が研修プログラム
に協力したことを聞いて感銘を受けました。

　20年間米国長老教会PC (USA)の協力宣教師として日本
の大学と神学校で教えた体験から考えると、国立大学に
宗派を越える「臨床宗教師」養成の講座が開かれたこと
は意義深く画期的なことで、リスクとトラウマに満ちた
現代社会に生きている人たちに求められているこのよう
な試みが、是非3.11以降の救済救援の期間のみならず、
根を下して、長く持続することを願わずにいられませ
ん。

　 1997年の神戸小学生殺傷事件の時、私たち（6人家
族）は神戸に住んでいました。その痛ましい事件の意味
を捉え、その原因を何らかの形で推測しようとするため
に、地元と全国のマスメディア機関が、次から次へと教
育、心理、 社会、経済などの領域からの学者と実践家た
ちによる座談会を開いて報道しました。無論、その全部
は見ていませんが、当時私にとって大きなショックであ
り、謎であったのは、何故宗教界からの学者と実践家が
一人もそこに加わっていないのかということでした。こ
のような「公共のトラウマ」が米国で起こった場合、宗
教学者や、特にトラウマを経験した人たちに心のケアを
提供している宗教実践家の声も世論に反映されるので
す。

　 その時、私は、戦後日本社会における宗教の範囲と役
割は、厳しく制限されているのではないかと気づきまし
た。日本の諸宗教は、「家族」（伝統的に氏子と檀家）
か「個人」（近代西洋思想やキリスト教の影響）という
「私的領域」において歓迎されているが、「社会」や
「政策」という「公共の領域」からは排除されているよ
うです。この傾向は、おそらく国家神道主義時代への反
省であると同時に、米国憲法にも讃えられている「政教
分離説」の日本独自の解釈にもよると言えるでしょう。 
しかし、現代社会を生き抜くために、このようにして宗
教の範囲と役割を「私的領域」のみに制限することが果
たして善いのかという呻き声が、3.11のような大震災と
大人災の後にはっきりと響き続けていると思います。ま
さに、東北大学の「臨床宗教師」養成の寄附講座は、そ
の呻き声への積極的な応えであると言えましょう。

　 日本のキリスト教界が産み出した宗教実践家として直
ちに思い浮かぶ賀川豊彦*(1888-1960)は、神戸神学校で
学んでいた1909年のクリスマスイヴ（12月24日）に神戸
の新川という悲惨なスラム街に身を投じ（写真は賀川記念
館より）、彼がキリストの贖罪愛を説教してもそれを具
体的な実践に移さないと相手に届かないという確信を
もって、10年間余り、最も底辺にいる人たちと共に生活
しました。賀川自身が当時コミンテルンで流行っていた
社会的進化論と関連した「優性学」という偏見から解放
されていなかった事実は批判すべきであるにせよ、彼の
幅広い領域における社会事業への貢献（宗教、教育、組
合経済、救済活動、医療、農業、平和、人権など）に思
いをめぐらすと、何よりも、精神運動と社会運動の表裏
一体論（賀川がいう連帯責任意識）が、賀川の原点であ
ると分かります。つまり、極端な「公共」と「私的」の
二元論を破り、「公共の問題」は、同時に「私的な問
題」でもあり、逆もそうであるはずだというM.L.キング
牧師にも宿った人格主義の社会倫理(personalist social 
ethic)です。他の先駆者として、神道、仏教、儒教、新宗
教の歴史においても、 賀川のような「宗教的実践家」が
きっと沢山いるでしょう。

〔*賀川は3回ノーベル平和賞の候補になった(1954, 55, 56)〕

キリスト教の実践神学者からの
願い

トマス・ジョン・ヘイスティングス
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　 米国の場合、1920年代から始まった臨床牧会教育
(clinical pastoral education, CPE)を受講して、現在の「臨
床宗教師」たち(chaplains)は、全国の精神病院、総合病
院、ホスピス、社会福祉施設、刑務所、大学、医科大
学、軍隊や地元の宗教共同体（教会、シナゴーグ、寺
院、モスク、など）においても専従、パート、またボラ
ンティアとして働いています。やはり、現代社会の分化
された諸施設においても、我々は、様々な葛藤や苦しみ
を経験し続けているので、心のケアを提供することがで
きる宗教実践家のさらなる「公共」の貢献が求められて
います。いうまでもなく、日本の諸施設において「臨床
宗教師」の受け入れ態勢を開拓するためには長い時間が
かかりますが、東北大学の寄附講座は、一つの画期的な
試み であると信じて、日本の諸宗教団体をはじめ、諸
施設、企業、財団、と国からの積極的な理解と応援を心
よりお願い申し上げたいと思います。

１．はじめに
この原稿を書いている今は真夏です。医師から「秋ま
でもつかどうか」と宣告されている60～90歳代の男女
数人が、人生最期になるかもしれない真夏の暑さを感じ
ながら一人自室で横になっています。また、そんな「余
命宣告」を受けていなくとも、来年の夏が「初盆」とな
る人が何人かはでるでしょう。私は、そんな人々の「人
生最終章」に僧侶として寄り添っています。そして、そ
の役目を担う者を「ビハーラ僧」と呼んできました。そ
のビハーラ僧の一人として日々感じている事を以下に
綴ってまいりたいと思います。

２．ビハーラは現代版「四箇院」
　医師でも看護師でもなく、介護職でも役所の福祉担当
者でもない一介の僧侶が、終末期の方々のベッドサイド
に寄り添う現場を私たちは作ってきました。終末期の状
態になってから目の前に見知らぬ僧侶が現れるのではな
く、元気にお暮らしの時から関わり、「わたしの時も、
ちゃんとお葬式してね」という日常会話を重ねながら、
看取りの場にも立ち会
うことをしてきまし
た。ある時は昔話を聞
きながら、ある時は手
や足をさすりながら側
（そば）に居続け、息
を引き取る瞬間を見届
ける（＝看取る）こと
をしてきました。だから、その先の通夜勤行、葬送の儀
まで続いて自然な形で僧侶が寄り添う姿を多くの人が目
撃しています。だから、「わたしの時もお願いね」と
なっていくのだと思います。そんな僧侶の姿は、我が国
では何百年も前から「当り前」のことだったような気が
します。今から約1400年前、聖徳太子が建立されたと
いう「四天王寺」には、伽藍のほかに「四箇院」という
４つの施設があったそうです。「療病院」は現代でいう
病院でしょう。「施薬院」は薬局、「悲田院」は高齢者

ビハーラ活動と臨床宗教師への
期待

NPO法人ビハーラ２１事務局長／ビハーラ僧

三浦紀夫

～お知らせ～

臨床宗教師研修一期生の天野秀栄さんをフィーチャーした
『ボクが石巻のお坊さんになったワケ－石巻お坊さん奮闘
記－』（井上きみどり）が、石ノ森萬画館で販売されてい
る石巻からのコミック&復興情報マガジン『マンガッタン』
第２号に、 掲載されています。

Thomas John Hastings, PhD
日本国際基督教大学財団主任研究員
米国長老教会牧師
国際基督教大学キリスト教と文化研究所研究員
賀川豊彦記念松沢資料館研究員
元東京神学大学教授（実践神学／キリスト教教育）
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や障がい者のための共同住宅（社会福祉施設）、そして
「敬田院」はこころのケアを学ぶお坊さんの学校という
ところでしょうか。「生老病死」の苦を問題として、そ
れを取り除こう（あるいは、背負いながら暮らそう）と
説くのが仏教の「使命」だとしたら、葬儀や年忌法要の
場のみならず、「老」や「病」に苦しむ人々に向き合う
のは重要な僧侶の「役目」なのではないのでしょうか？

３．「寄り添い」は特別なことではない
　 私たちが現場で積み重ねてきたことは、その人の存在
に感動し尊敬をもって関わる事でした。

１．相手の価値観をそのまま受け入れる
２．日々の暮らしに寄り添う（見守る）
３．人生の卒業式（葬送の儀）をしっかり勤める

時には、世間の「ものさし」から大きく外れる事も
あったでしょうが、それでも、その人の「価値観」に寄
り添ってきました。それらは、何か特別な勉強して「資
格」を取得しなくても、誰でも出来ることだと思いま
す。かつての我が国では、近親者や近隣がお互いに支え
合うこと（相互扶助）でそれを実践してきたのだと思い
ます。しかし、現
代の我が国では、
近親者や知人との
縁も薄れ、孤独に
日々の暮らしを
送っている人が増
えて参りました。
また、超高齢社会
という人類がかつ
て経験したことの
ない時代がどんどん加速しております。そんな世情を鑑み
たところ、職業的な「寄り添いの仕組み」が必要だと、
私は考えています。具体的には、欧米のように病院付宗
教者（チャプレン）を配置するか、あるいは介護職員が
その担い手になるか、それとも寺院に「悲田院」を作る
かといったような方策が必要ではないかと思うのです。

４．臨床宗教師研修に期待すること
今年の秋には第４回目が開催される臨床宗教師研修で
すが、毎回多くの宗教者の皆さんがご参加されているよ
うです。何度も繰り返される全体会や実習に、熱心に参
加される皆さんのお姿には本当に敬服いたします。それ
ぞれのお立場の中で、何かをつかみとろうという思いが
ヒシヒシと伝わってきます。日本版チャプレンを目指して
いる方、また檀信徒さんとの関わり方を学び深めようと
されている方、いろいろだと思います。私は、その中か
ら、私たちが実践している「ビハーラ活動」へご参加く
ださる臨床宗教師が現れることを切に願っております。

それは大阪での活動に参加してほしいということでな
く、それぞれの地元にて「悲田院」を立ち上げ、医療や
介護事業者と協働しながら「四箇院」へと発展させて
いってほしいという事であります。そのためのモデル作
りを私たちは行なってきましたし、これからもどんどん
進めてまいりたいと思っております。そんな学びをした
いという宗教者の方が、私どもへ実習に来てくださると
非常に有意義だと考えております。

５．まとめ
　 我が国では、僧侶は「官制」という歴史的背景があり
ます。「檀家制度」などの「遺産」がまだまだ有効な時
代が続きましたが、それも数十年後には尽きることで
しょう。「葬儀ビジネス」や「観光ビジネス」と割り
切って生き残る寺院や僧侶もあるでしょうが、それは、
宗教活動とは遠くなってしまうのではないでしょうか？
私は、寺で生まれた者ではありません。だから、寺を
継承する事には全く興味がありませんし、必要もありま
せん。ただ、1400年前から続く、仏教を背景とした社会
福祉活動は後世に是非伝えたいと思っております。宗教
教団が後ろ盾となった医療施設や福祉施設は我が国にも
数多くあると思います。しかし、我が国の医療や福祉は
「公金」を大きな財源としている以上、医療や福祉現場
に宗教者が介入するのは、とても難しいのが現状ではな
いでしょうか？　 だから、私たちは、現代版「悲田院」
を作り、そこに医療や介護事業者の協力を求める方法を
とってきました。選択としてはとても良かったと自負し
ております。そして、今後はその「悲田院」の数を増や
していく事に力を入れていきたいと考えております。私た
ちの経験が全国各地で少しでも活かされるととても嬉し
く思います。

以上
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第３回臨床宗教師研修報告

第3回臨床宗教師研修は、一泊二日×4回の合宿（全体
会）と、その合間の期間に各地に分散して実習を行なう
という形式で行なわれた（全体スケジュールの概要は前
号参照）。これまでの研修とのもっとも大きな相違点
は、従来の「カフェ・デ・モンク」「仙台食品放射能計測
所」 「心の相談室電話相談」に加えて、各地の医療・福
祉施設での傾聴実習を取り入れたことである。以下、こ
れまでの研修との相違点を中心に概要を報告する｡

新たな実習先となったのは次の各施設である｡
(1)岡部医院：故岡部健医師が設立した、医療法人社団爽秋
会による在宅緩和ケアの専門機関。岡部医院スタッフの訪
問活動に同伴し、がん患者の療養生活の場を見学。訪問先
は名取市内・仙台市南部で、平日日中の訪問に帯同する。
(2)シェアハウス中井：ＮＰＯ法人ビハーラ２１の僧侶、神
職、介護職などが協力して、身寄りのない高齢者や精神障
害者などが終の棲家として生活する場を提供している。ビ
ハーラ僧１名が常駐し、数名のボランティアが関わる。実
習は原則として平日の９時～17時だが、希望があれば夜間
の宿直を体験することもできる。大阪市平野区。
(3)長岡西病院ビハーラ病棟：医療法人崇徳会が運営する仏
教系緩和ケア病棟。病棟内に仏堂があり、朝夕に読経の時
間がある。常勤ビハーラ僧の他に、十数名の地元の僧侶が
ボランティアとして関わる（超宗派）。実習は、ビハーラ
僧の勤務にあわせて主として平日の８時17分～17時。新潟
県長岡市。

受講者は山形から熊本にわたる全国から集まり、女性は
5名であった。また神道系から初めて天理教からの参加
があった。なお、受講者には第一回、第二回との重複受
講者も含まれている｡

　 4月15日の研修初日の全体会は、仙台市太白区の浄土
宗蓮光寺を会場として始まった。オリエンテーションと
自己紹介を済ませてから、「臨床宗教師の理念」（伊藤

文雄牧師）、「 臨床宗教師の倫理」（谷山洋三准教
授）、「スピリチュアルケア」（同）、「グリーフケ
ア」（同）の講義に続き、「死の体験」のグループワー
クが行なわれた。これは、（細かな種明かしは控える
が）自分が死を目前にした時に、大切なものを一つずつ
失っていくプロセスを疑似的に再現し、その時に生じる
感情を体験するというワークである｡これによって喪失体
験を抱える人に寄り添うことを学ぶ手がかりが得られる
のである｡

　 研修初日の夜と研修二日目の午前には、「カフェデモ
ンク」（金田諦応師）、「電話相談」（谷山准教授）、
「放射能の影響」（三枝千洋牧師）、「ビハーラ」（森
田敬史先生）、「シェアハウス中井」（三浦紀夫先生）
の各講義が行なわれた。これらは各実習先の実情を伝
え、来たるべき実習に備えるという意味合いを持つもの
であり、第四回の研修がより実習に焦点を合わせたもの
となっていることを示している。

　 一ヶ月後の5月13日、再び浄土宗蓮光寺（仙台市）を
会場として、第二回の全体会が始まった。行なわれた講
義のうち、「公共性の確保」（伊藤高章先生）、「在宅
緩和ケア」（河原正典医師・岡部医院）、「現代宗教
論」（鈴木岩弓教授）、「宗教的ケア」（谷山准教授）
は、伊藤先生を新たにお迎えした他は第二回の研修を踏
襲している｡
　 今回は追悼の行脚として、津波の被害が甚大だった名
取市の閖上地区を訪れた。津波に耐えて名取川の土手に
残った松並木「あんどん松」、本堂、 墓地を含めて境内
が壊滅的被害を受けた曹洞宗東禅寺、閖上地区の象徴的
慰霊スポットとなっている日和山の閖上湊神社におい
て、各宗教宗派の流儀でともに追悼の祈りを捧げた。な
お、この日、日系アメリカ人作家マリー・ムツキ・モ
ケットさんがNHKの取材で同行し、その模様が NHK 
BS-1 TOMORROW 「亡き人の魂とともに」 (2013年7月10
日)として放送された。

研修データ
期間：2013.4.15-16, 5.13-14, 
                  6.17-18, 7.22-23 
場所：石巻市曹洞宗統禅寺、仙台市市浄土宗蓮光寺
修了者：14名(うち女性5名)
宗派内訳：孝道山本仏殿(2)、真宗大谷派(2)、立正
佼成会(3)、曹洞宗(2)、浄土宗、日蓮宗(2)、天台
寺門宗、天理教
地域：山形、宮城、福島、新潟、埼玉、千葉、神奈
川、東京、熊本

伊藤文雄先生　　　　　　　三枝千洋先生
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　　 宿舎に戻って行なわれたロールプレイは、深刻な悲嘆
を抱えた人が臨床宗教師のもとを相談に訪れるという設
定で行なわれた。本気で役割を演じてみて、自分の中に
生じた感情を見つめる｡今回から、長岡西病院ビハーラ
僧の森田敬史先生がグループワークのファシリテーター
として指導に加わった。

　 また、講義「あいまいな喪失」（瀬藤乃理子先生）
は、遺体が見つからない行方不明者の「遺族」の悲嘆感
情の複雑さと特殊性についての講義であり、とりわけ沿
岸部の津波被災者のケアに関わるものにとって必要な知
識を提供するものであり、有意義であった。

　 6月17日からの第三回全体会は、石巻市統禅寺に場所
を移して行なわれた。「地域と文化」（木村孝禅師・ 
吉田裕昭師）の講義を受けてから、カフェ・デ・モンク
での実習へと向かった｡

　

カフェ・デ・モンクでの実習

　 今回初めて「人権擁護」の講師としてお迎えしたの
が、篠原鋭一師（曹洞宗長寿院）である。篠原師は長い
間、自殺防止活動や差別問題と取り組んでこられた方で
あるが、今回は特に福島県の原発事故からの避難者への
差別を取り上げて講義された。県外避難者の受入れ支援
を行なっている受講者もいたが、過酷な現実を初めて耳
にした人も多かったであろう。

閖上地区あんどん松での追悼の祈り（天理教）

ロールプレイの風景

瀬藤乃理子先生　　　　篠原鋭一師
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　7月22日からの研修最後の全体会は再び蓮光寺に戻って
行なわれた。研修の中心は実習期間中にケア対象者と交
わしたコミュニケーションを再現した「会話記録」のグ
ループワークである｡これは米国で行なわれている臨床牧
会教育(CPE)の逐語録(verbatim)をモデルとしたもので、
施設の入居者などと自分が交わした会話を紙の上に再現
し、それを台本としてロールプレイを行なう。やはりこ
こでも、それによって何を感じたかという「感情」に焦
点が当てられる。また、会話の中で宗教的、あるいはス
ピリチュアルな部分を特に掘り下げて対象化し、通常の
心理カウンセリングとは異なる臨床宗教師としての関わ
り方とはいかなるものであり得るのかが検討されること
になる｡もちろんこれは決まった答えがある問いではな
く、一人一人が自分の課題として抱えていかなければな
らないことであろう。
　 ところで、実習期間中に、個々の受講生はどのような
経験をしてきたのだろうか。入院患者の外出に同伴し、
買い物や食事をともにしたり、施設の入居者と同室に泊
まるといった体験や、傾聴に行ったつもりが将棋の相手
をさせられたといった報告が印象深く記憶に残っている｡ 
実習の内容は各施設に任されており、生身の人間が相手
である以上、さまざまなハプニングもあり、または「傾
聴」の相手が現われないといったこともあったようであ
る。
　 研修受講者にとっては、公共的施設に宗教者として
入っていくのは緊張をおぼえる体験である。医療施設は
医師や看護師が医療行為を行なう場所であり、宗教者の
傾聴活動のための場所ではないのではないかと気を遣
う。一方、施設の側も宗教者をどのように受け容れたら
よいのか身構えてしまうこともある。しかし、聞く耳を
持ってそこにいれば、自然と会話が生まれ、心が通うと
いうことのようである｡もちろん、この「聞く耳を持つ」
ということが肝心要なのだが、臨床宗教師の研修を通し
て、徐々にではあるが、医療・福祉の関係者と宗教者と
の間の敷居が低くなっていく兆しが感じられる｡
　 今回の研修では、「実践宗教学」（高橋原准教授）と
題した講義が行なわれた。講座名を題目に掲げてはいる
が、臨床宗教師研修の精髄が語り尽くされるという期待
にはまだ応えられる段階ではない。この講義では、被災
地におけるいわゆる心霊現象に関する悩みと宗教者の対
応の仕方を手がかりに、心のケアにおける宗教者の独自
性とは何かを考察した。
　研修最終日は東北大学文学部に移動し、「精神保健と医
療」（甘糟郁氏・みやぎ心のケアセンター）の講義があり、
最後に研修の振り返りをしてから、文学研究科長より臨床宗
教師研修の修了証書を授与して、研修の全日程が終了した。
　 その他、特筆すべきこととして、「日常儀礼」について
触れておく。今回の研修でも受講生が回り持ちで各宗教の日
常的な儀礼を行ない、それを全員で体験した。目新しかった
のは、天理教の「みかぐらうた」と「てをどり」の手ほどき

を受けたことであった。また、金光教気仙沼教会の方々にも
来ていただいて儀礼を拝見する機会を得た。厳密に言えば
「儀礼」ではないが、全員で座禅を行なったのも今回が初め
てであり、新鮮な体験となった。川上直哉牧師とともに歌わ
れた「見よきょうだいがともに座っている」という聖書の一
節は、まことにこの研修の趣旨にふさわしいものであった。
牧師さんの朗々たる歌いっぷりと、それに劣らぬお坊さん達
の適応の早さは、研修においてもう何度も見てきたものであ
るが、今回も印象的であった。（高橋原）

日常儀礼（天理教）

「見よ、兄弟が共に座っている。 なんという恵み、なんとい
う喜び。」（旧約聖書詩編133編）
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　 実践宗教学寄附講座では、2013年から、通常の臨床
宗教師研修に加えて、「フォローアップ研修」および
「オンデマンド研修」を並行して実施している。これら
は公共的空間において宗教者が果たし得る役割について
可能性と課題を検討し、臨床宗教師の社会実装に向けて
一歩を進めるという目的を持つものである｡以下では、
この二つの研修の趣旨を説明し、これまでの実施状況に
ついて報告する｡

(1)フォローアップ研修
　繰り返し説明してきたことであるが、臨床宗教師研修
は、すでに「信徒の相談に乗る立場」にある宗教者を対
象としているとはいえ、限られた期間と条件の下で実施
される研修である｡ゆえに、一度の研修の修了をもっ
て、高いレベルのケア能力を習得したことを示す「資
格」を発行することはしていない。臨床宗教師研修の修
了は、一生のあいだ終わることのない自己研鑽の歩みを
始める区切りであると考えている｡
　ゆえに、各自の現場に戻ってからも、研修で出会った
仲間達とともに、継続的に学びあい、高めあう研鑽の機
会を持つことは、臨床宗教師研修の趣旨にまことにふさ
わしいのである。「フォローアップ研修」と呼ぶものは
このような意味を持つ。対象者は臨床宗教師研修の修了
者であり、適切な機会を見つけて、随時行なっていきた
いと考えている｡
　2013年6月23日、故岡部健先生が愛された仙台市郊外
の保養地、通称「岡部村」に建立された「おかべ地蔵」
の芯入れ式（開眼供養）が行われた。ここに集まった第
1回、第2回の臨床宗教師研修修了者を対象に、最初の
フォローアップ研修が企画された。

　芯入れ式では、岡部医院の関係者をはじめとするゆか
りある人々を前に、岡部先生の最期を看取った曹洞宗の
高橋悦堂氏を筆頭に各宗教宗派の宗教者達がかわるがわ
るそれぞれのやり方で岡部先生を偲び、祈りを捧げた。

　　岡部地蔵と各自の流儀で祈りを捧げる宗教者達。
　　緑豊かな山あいにコーランが響いた。

　 すでに気心の知れた関係の修了生同士、秋保温泉に
一泊してさらに交流を深め、翌日は仙台市太白区の蓮光
寺が学習の場となった。参加した研修修了者は11名。
講師として小西達也（武蔵野大学教授）、谷山洋三（東
北大学准教授）、森田敬史（長岡西病院ビハーラ僧）
の三氏が指導にあたった。

　参加者一人一人が、研修修了後にどのような活動をし
ているか報告し、各自が直面している課題や可能性につ
いて語り合った。和気あいあいとしてリラックスした雰
囲気の中で、各自がそれぞれの現場に戻って、研修で得
た経験をどのように活かそうとしているのか、真剣で白
熱した議論が交わされた。
　仏教僧侶を例にすれば、置かれている立場が、地方寺
院の跡継ぎなのか、寺を持たず都市部で雇われて働く僧
侶なのか、専業なのか、兼業なのか。地域事情や勤務
先の人間関係など、さまざまな要素によって臨床宗教師
としての活動の幅が変わってくる。各地からの報告に学
ぶところは多かった。新鮮な刺激を分かち合い、全国
に仲間が存在するということを実感することができる
こうした機会は貴重なものであると考えている｡

フォローアップ研修・オンデマンド研修について
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(2)オンデマンド研修
　 オンデマンド研修は、一般に参加を呼びかけて行なっ
ている通常の臨床宗教師研修とは異なる枠組みで行なっ
ている｡ 公共の現場ですでに活動している宗教者の「要
求に応じて」行なう研修という意味で、「オンデマン
ド」と呼んでいる｡
　 心の相談室と臨床宗教師研修の関係者をメンバーとし
て、2013年5月から約一ヶ月に一度のペースで集まり、
一名ないし二名が各自の現場からの事例報告を行ない、
課題を論じ合うという研究会のスタイルで行なっている｡
　現在までの参加メンバーと、毎回の内容は次のとおりで
ある。
参加者：阿部頌栄（日本ナザレン教団、仙台市）、伏見英
俊（真言宗智山派、白石市）、吉田裕昭（曹洞宗、石巻
市）、松谷寛元*（高野山真言宗、仙台市）、高橋悦堂*（曹
洞宗、栗原市）、三枝千洋*（日本基督教団、仙台市）、川
上直哉（日本基督教団、仙台市）、谷山洋三（東北大学准
教授）、高橋原（東北大学准教授）、加藤浩司（東北大学
大学院、記録係）
*を付けた三名は過去に臨床宗教師研修を受講している｡

第1回（準備会）
2013年5月7日 19:00-22:00 （於東北大学文学部棟）
テーマ：オンデマンド研修の趣旨説明と進行方法、東日本
大震災直後の現場での動きについて

第2回
2013年6月5日 19:00-21:00 （於東北大学文学部棟）
テーマ：東日本大震災後（2011年4月以降）の現場での動
きについて

第3回
2013年7月10日 19:00-21:00（於東北大学文学部棟）
報告：松谷寛元・事例報告（電話相談より）
　　　川上直哉・東北ヘルプの活動と原発被災者支援につ
いて

第4回
2013年9月27日 19:00-21:00（於東北大学文学部棟）
報告：高橋悦堂・爽秋会における臨床宗教師の活動について

第5回
2013年11月15日 19:00-21:00（於東北大学文学部棟）
報告：阿部頌栄・事例報告（電話相談より）

　 個々の報告内容についてここで触れることはできない
が、全体としては、現場の経験からのフィードバックに
よって、宗教者に対するニーズはどのようなものである
か、宗教者は公共の空間でどのように振る舞うべきかと
いった、原理原則を再吟味しながら議論を積み重ねてい
る｡
　 もう少し具体的に言うならば、医療・福祉施設を含む
公共の場で、宗教者としての貢献を行なおうとする時
に、どこまで（あるいはどこから）自分の宗教的立場を
鮮明にすべきであるのかが問題となる。たとえば僧侶が
袈裟を付けないとして、作務衣なら問題ないのか。牧師
であればカラーをつけるのか。仏教の教義や聖書の解説
を行なうとしたら、どのようなタイミングであれば適切
なのか。そもそも自分の立場をどのように告げるべきで
あるか。「臨床宗教師です」という表現がまだ市民権を
得ていない以上、あらかじめ牧師、僧侶といった肩書き
を名乗るべきなのかどうか。報酬、布施、献金を受け取
るべきなのかどうか。
　 こうした問題は、一般的に言えば、ケアを行なう場所
を管理する者の決まりに従い、ケアを提供する相手の
ニーズに合わせて、ということになるが、ひとつひとつ
の事例にごとにニュアンスがあり、また各宗教者のバッ
クグラウンドによっても感覚にズレがある。具体的な経
験をシェアしながら、臨床宗教師の定義を繰り返し問い
返すような議論を積み重ねていく必要がある｡（高橋原）

第２回臨床宗教師フォローアップ研修の計画
（詳細未定）

主催：　東北大学実践宗教学寄附講座
日時：　2014年3月4日（火）午後～5日（水）昼
会場：　大正大学
内容：
　 ＜3月4日（火）＞
　開会挨拶 鈴木岩弓
　公開講演会 窪寺俊之
　活動報告ワークショップ
　自己紹介ワークショップ　谷山洋三
　事例検討１ 報告者A
　事例検討２ 報告者B
　総合コメント　 窪寺俊之、弓山達也
　　　　　　　　 大下大圓、谷山洋三
　交流懇親会
 ＜3月5日（水）＞
　「死について語る」ワークショップ 大下大圓
　「課題設定」ワークショップ  谷山洋三
　閉会挨拶 弓山達也
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　 実践宗教学寄附講座が共催に加わった第6回日本スピ
リチュアルケア学会／第10回アジア太平洋パストラルケ
ア・カウンセリング学会の合同学術大会が、 東北大学北
青葉山キャンパスなどを会場に、9月14日～20日の日程
で行なわれた。一週間にわたる長丁場で行われた大会の
模様を、当講座に関わる企画を中心に報告する｡

　 大会初日は日野原重明名誉大会長の挨拶により幕を開
け、副大会長を務めた鈴木岩弓教授が「臨床宗教師の可
能性」と題した講演を行ない、東日本大震災発生から現
在にかけての臨床宗教師養成プロジェクトの経緯につい
て語った。
　 大会二日目には日本スピリチュアルケア学会による
「スピリチュアルケア師」認定書授与式が行なわれ、日

野原重明理事長と高木慶子副理事長より、新たに97名に
証書が授与された。
　 夕刻より開かれた懇親会では雄勝法印神楽保存会によ
る神楽が上演され、迫力あるステージに海外からの参加
者を含む会場は大いに沸いた。
　大会三日目は台風が日本列島を縦断し、 午前中は傘も
させないほどの大荒れの天候となったが、木村利人氏
（早稲田大学名誉教授）による基調講演、森清範師（清
水寺貫首・北法相宗管長）、大井玄氏（元国立環境研究
所所長・東京大学名誉教授）、島薗進氏（上智大学教
授・グリーフケア研究所所長、東京大学名誉教授）によ
る公開講演会には多数の聴衆が出席して耳を傾けた。

　

The 10th Asia-Pacific Congress on Pastoral Care and  Counseling (APCPCC) and 
The 6th Japan Society of Spiritual Care(JSSC), Joint Conference 2013

第6回日本スピリチュアルケア学会　第10回アジア太平洋パストラルケア・カウンセリング学会　合同学術大会開催報告

鈴木岩弓教授
日野原重明氏　高木慶子氏

カール・ベッカー氏　　柏木哲夫氏　　　鎌田東二氏

木村利人氏　　　　　　　　　島薗進氏

雄勝法印神楽保存会
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　今回の大会では、個人による研究発表の他に、諸宗教団
体等による東北の被災地での支援活動を紹介するパネル展
示も行なわれた。実践宗教学寄附講座では、寄附講座の活
動内容と臨床宗教師研修の意義と概要を説明するパネルを
展示した。パネル展示を行なった団体等の一覧は次のとお
り（申込順）
○NPO法人サンガ岩手/吉田律子、○(公財)新日本宗教団
体連合会/大滝晃史、○日本イスラーム文化センター/ア
キール・シディキ、○宮城県宗教連絡協議会・天理教宮城
教区、○立正佼成会/保科和市、○長谷川(間瀬)恵美/桜美
林大学、○浮ヶ谷幸代/相模女子大学+渥美一弥/自治医科
大学、○森田敬史/長岡西病院ビハーラ病棟、○孝道教
団、○高橋原・谷山洋三・鈴木岩弓/東北大学大学院文学
研究科実践宗教学寄附講座、○真如苑、○真宗支援ネット 
オンコのかけはし/殿平真、○(公財)世界宗教者平和会議
(WCRP)日本委員会、○三島地区宗教者懇話会/小池日
恩、○心の相談室、○臨床パストラル教育研究センター東
北ブロック/千葉ゆかり、○金光教、○東北ブロック浄土
宗青年会/西嵜覚信、○東北ヘルプ

　 9月17日には鎌田東二氏の案内による名取から気仙沼ま
で、沿岸部の被災地と神社めぐるバスツアーがあり学術大
会は小休止となった。翌18日からは会場を仙台シルバーセ
ンターに移し、アジア太平洋パストラルケア・カウンセリ
ング学会のプログラムが行なわれた。聴衆には外国人牧師
が多く、すべての発表は英語で行なわれた。実践宗教学寄
附講座からは谷山洋三准教授と高橋原准教授が、東北大学
における臨床宗教師養成プロジェクトについて発表を行
なった。また、東北ヘルプからは川上直哉牧師と井形英絵
牧師がキリスト教界の災害支援活動について報告した。い
ずれも映像を用いた発表で、フロアの反応は好意的なもの
だった。

　

9月20の懇親会では、宮城県の半田孝夫さん、南部聡子さ
んお二人の和太鼓ユニット「幻創」の迫力ある演奏が披露
され、観客を圧倒した。

　大会役員の諸先生方、伊藤高章教授（桃山学院大学）を
はじめとする実行委員諸氏、そして円滑な大会運営を助け
てくださった東北大学の学生スタッフの皆様にこの場を借
りて感謝を申し上げたい。（高橋原）

   

　　　　　　

パネル展示の風景

発言者は大会プレジデントのRev. Dr. Nalini Arles 

発表：実践宗教学寄附講座（左）　東北HELP（右）

和太鼓ユニット「幻創」

合同学術大会役員：
　名誉大会長：日野原重明（聖路加国際病院）
　大　会　長：島薗　　進（上智大学）
　学術顧問　：大井　　玄・　柏木　哲夫
　　　　　　　木村　利人・　高木　慶子
　副大会長　：カール・ベッカー（京都大学）
　　　　　　　鈴木　岩弓（東北大学）
　典　礼　長：鎌田　東二（京都大学）
　実行委員長：伊藤　高章（桃山学院大学）
　　　　　　　谷山　洋三（東北大学）
　実行委員　：大河内大博（浄土宗願生寺）
　　　　　　　葛西　賢太（宗教情報センター）
　　　　　　　高橋　　原（東北大学）
　　　　　　　山本　佳世子（上智大学）

Stephan van der Watt
                     （日本キリスト改革派教会）
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研修受講者便り

臨床宗教師からの声

臨床宗教師研修修了者の方々から寄
せられたメッセージを紹介します。

第三回臨床宗教師研修を終えて
の感想

時田暢彦(三期生・
浄土宗)

「臨床宗教師」という言葉は、2013年
3月東北大学に於いておこなわれたシン
ポジウム「東日本大震災と宗教者・宗
教学者」を拝聴した時に初めて知っ
た。さらに第三回臨床宗教師研修の応
募締切が迫っていることを同時に知
り、考えることもなく研修へ応募して
いた。私の性格を考えると即決はしな
いで、むしろあれこれ考えこんでしま
うタイプである。そのような私が、当
時の事を振り返ると自分にとっては不
思議な行動をしたなと思う。そこから
輪をかけるように多くの方と出会い、
有意義な時間を共に過ごさせて頂い
た。今思えば、私の取った行動は臨床
宗教師の向こうに広がる様々な可能性
に対する片想いから起きたのではない
かと思う。片想いだからこそ、盲目と
なり何も詮索せずその世界に飛び込ん
でいったのであろう。
　 研修中は、座学と実習という両輪を
駆使して傾聴活動へ臨んだが思い通りに
はいかず、反省の日々であった。だが、
このような経験を積むうちにある自分
の姿に気づくようになった。それは、
自分らしさである。私の場合は、まじ
めな姿勢が自分らしさだと思い、決め
つけていた。しかし、これが間違い
だった。問題は決めつけてしまったこ
とである。私は「まじめ」という型を
作り、それを理想の姿だと思い、自分

の心を縛りつけたのである。さらに理
想の姿は１つとは限らず、あの人のよう
になりたいという願望から二つ、三つ
と増えた。そして、傾聴活動では自分ら
しさを考えすぎ「目の前の相談者は、自
分よりも他の方を必要としているのでは
ないか」と自分に自信が持てず、傾聴す
ることに消極的になっていた。
　 それから幾日が経ち、ある日ある言
葉を耳にする。それは「人間は変態
(metamorphose)する」という言葉で
あった。今一度、自分らしさを考える
ならば、私はこうだと決めつけるのが
如何にくだらないかが分かる。例え理
想の自分になったとしてもそれが自分
にとって良いと感じるのか、対話して
いる相手が心地良いと思って頂けるか
などどこにも保証はない。それよりも
現状を肯定することが大切である。中
途半端な自分を肯定して、自分の姿を
あるがままに受け入れ、時と共に変態
していけばいいのだと思う。
　 そして、このことから相談者に対し
ての言葉にも配慮しなければならない
と思った。例えば、初対面の相談者に
対して私が「あなたは明るい人です
ね。」と何気なく言ったとする。この
言葉をまじめに受け取った相談者は、
「私は、この人から明るい人だと思わ
れている」と考え、常に明るく振る舞
わなければいけないと思い、相談者を
苦しめるかもしれない。相手の性格・
気分もその日によって違うと考え、そ
の日の姿だけで相手に対するイメージ
を植え付けないようにしなければなら
ない。
　 また「自分らしさ」の問いは、決し
て自分の中だけで生まれた言葉ではな
い。自分と他者との関わりの中で生ま
れた問いである。臨床宗教師は、一人
一人が課題・問いを持つことが大切で
ある。各々の課題・問いは、見つける
のも、自分の答えを探すのもどちらも
大変であるが、いずれにも共通してい
るのは他者の存在である。特に、私は
「臨床宗教師である私は」という気持
ちで臨むと相談者を弱者と無意識に思
い、何か成果を出さなければならない
と考え、相談者が多くのことを私に教
えているという大切な事を見落として
しまう。あなたがいるから、わたしが

いるということを忘れてはいけない。
　 最後に、臨床宗教師は全員が同じ能
力を持つべきではない。一人一人が違
う輝きを放つことに意味があると思
う。相談者にもそれぞれの輝きがあ
る。その輝きに合致しなくとも、少しで
も近くに寄り添えればいいと思う。そ
れを私に気づかせてくれたのは、超宗
派・超宗教の場から始まった臨床宗教
師研修だった。もし中々輝けない人が
いたら、月が太陽の光を反射して美しい
月になるように周りの人がその人の光
となって、その人を輝かせれば良い。
「汝の隣人を愛せよ」「慈眼視衆生」
　 補足であるが、私の片想いはどう
なったかというと、それは私自身にも
未だ分からない。成就したかどうかは
死ぬ時に分かるのかもしれない。だか
らこそ臨床宗教師は、研修が終わりで
なく、スタートであり、死ぬまで自己
研鑽なのであろう。

吉田敬一（一期
生・浄土真宗）

東北大学大学院　実践宗教学寄付講
座　 「臨床宗教師研修」を受講して、
ちょうど一年が経った。臨床宗教師研
修は実際に被災地に行き、その場に渦
巻く、苦しみや悲しみを目の当たりに
しながらの実践だった。
　 その後、自身の所属する寺院のご法
務を主にしながら、それとは一線を置
いて、布教活動を目的としない、宗教者
「臨床宗教師」としての活動を定期的に
実践してきたが、当初私は、研修で得た
学びを関西の地でも役に立てる為に
は、苦しみや悲しみを探して歩き回らな
くてはならないのではないかと、どこ
か腑に落ちない思いがあった。
　 しかし、病院や介護施設に伺い、多
くの人と接しながら、また、ご法務で
檀信徒と接するうちに、あることが明
確になってきた。
　 それは、研修を受講してから、その
学びを丁寧に紡ぎながら人と接する
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と、その方の話はもちろん、表情や行
動、持ち物などから、その方の苦しみ
や悲しみが、研修を受講する以前の私
とは比べものにならないほど感じれる
よう変化していたのだ。
　 つまり、研修の成果として、被災地
に限らず、人々の暮らしの中に埋もれ
ている寄り添うべき苦しみ悲しみは、
日常にあふれていて、その支えを私自
身ができるかどうかの判断が、まずで
きるようになったということである。
　 さて、今後、来年の目標は、具体的
に私自身がどのようなつっかえ棒にな
るか。それが宗教的な支えであるかど
うかの評価も含めて、日常の中に溶け
込む「臨床宗教師」を目指したい。
　 ところで、緩和ケアの病棟で、ある
患者様から、「ワタシの話よりも、ア
ンタの奥さんの話をちゃんと聞いたり
や！」と言われて、寄り添いとは、え
えかっこするためにするものでは無い
と深く学ばせていただいたことも加筆
して置きたい…。

「人の話を聞くという事」

宇崎大輔（一期
生・浄土真宗）

研修を終え、早くも一年が経とうと
しております。この一年の間に今まで
の自分では考えられないくらい、たく
さんの人に出会い、大きな学びを得る
事が出来ました。また、まだ報告でき
る段階ではないのかも知れませんが、
ある高齢者施設に週一回ではあります
が、傾聴活動の場として定期的にお伺
いさせて頂ける事ができるようにな
り、新たな活動現場を持つことが出来
るようになりました。ただ、この研修
こそがこれら多くの出会い・経験の出
発点だった。それだけは揺らぐことは
ないな。最近そうふと、思うようにな
りました。
この一年間、色んな事に興味を持

ち、また幾度となく研修を日々のお勤

めの中で振り返りさせて頂きながら、
日々精進させて頂いております。そし
て最近徐々にではありますが、自分の
目指したい僧侶像が徐々に見えてくる
ようになりました。
それは「話を聞く僧侶になりたい」

という事です。
　 傾聴の力を駆使し、相手の思いを、
叫びを聞き、相手に喜んでもらえる僧
侶になりたい。何か悲嘆を抱えている
人が居るのであれば、その悲しみを聞
き、そのはけ口になりたい。人に寄り
添える僧侶になりたい。そう思うよう
になってきました。
最近、「聞き書き」という活動に注

目しております。この活動自体は昔か
ら知ってはおりましたが、この研修を
終え、「聞く」ことの偉大さを実感
し、これこそが自分の進むべきだと
今、思っております。
　 「聞き書き」の特徴は色々あります
が、その人の「人生を聞く事」こそが
大事だと、私は受け止めさせて貰って
おります。そして相手が話すことで、
相手自身の人生を振り返りのお手伝い
をする事ができ、出来るのなら自分も
しっかり生きたという実感を持っても
らい、それがケアになったら…そう願
いながらただ一心に聞く、それが一人
でも満足出来たと言ってくれたら本望
だ！！と。
その話は、子供の頃の遊んだ思い出

であったり、戦争中の疎開先の食料難
のお話であったり、自分の仕事の支え
になった本の話かも知れません。亡く
なった旦那様との話をたくさん聞かせ
て頂く事もあります。旦那様の話をし
ながらふと急に涙を流し、「この人と
一緒になれて良かったよ…」そう言っ
てくれた奥さんが以前おられました。
人に話すと言う事は、もう一度思いだ
し、整理をすると言う事。それは自分
自身の実感にもなります。そのお手伝
いを出来たら…と思います。
私はこれが真理なのだよと、ちゃん

とした道筋を示し、人を導く事が出来
るような、悲しんでいる人を励まし、
元気を与え新たな道を示し、人を引っ
張れるような人間ではありません。た
だ、人が悲しんでいる時、また上を向
くまでそばに居て、自分で立てるよう

になったら、用済みになり、忘れ去ら
れる…そんな僧侶も必要ではないのか
な？そう思う様になってきました。
「その時の相手の話したい事をただ聞
く」そういうケアの仕方もある。これ
は自分にとって大きな希望でした。
研修中、カフェデモンクでの傾聴活

動。震災の時の話を震えながら話す人
が居ました。亡くなった故人様との若
い頃からのエピソードを、笑いながら
話す被災地の人も居ました。話しなが
ら涙を流しつつ、笑っている被災地の
人々の顔は、今でも忘れられません。
懸命に生きる私の人生の先輩だとその
時、実感しました。
私はまだまだ経験も知識もない人間

であります。ただ、だからこそ、これ
からいろんな人の話を聞き、いろんな
事をおそわりながら、日々自分を磨
き、これからも精進して行きたいと
思っております。

木村雅恵（三期
生・天理教）

父の跡を継ぎ、右往左往の日々を過
ごしながら天理教の教会長として務め
させて頂いてやっと一年半たちました
頃「きみがワクワクする事は神様から
の招待状、君がドキドする時は神様か
らの挑戦状…」という歌がテレビから
流れてきました。未熟な私がドキドキ
しながら全体研修の準備をしていまし
た時でもありましたので、神様からの
エールに思えました。神様はどのよう
な思いでこの講座への招待状、そして
挑戦状を下さったのか、背中を押して
下さったのか、考えながら仙台へ通っ
た日々でした。
　 第三回の研修は、私以外みな仏教者
の方々でした。皆さまの凛としたお
心、お姿はとても魅力的で、未熟な私
に合わせてお話をして下さり、次第に
緊張が和らいでいき、一緒に過ごさせ
ていただく時間がとても大切なものと
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なっていきました。
　 岡部先生のご遺影が見守って下さる
中、先生方の全身全霊のご指導、姿勢
に身が引き締まる思いでした。また、
行脚、鎮魂の祈り、日常儀礼を通して、
「祈り」の力を改めて体感し、さらに
「祈り」を通して宗教者がひとつになれ
る事、すべての教えには共通している何
か大きな力がある事を実感し、同時に
他宗教の素晴らしさを学ばせて頂きま
した。また「こころの相談室」「いの
り（食品放射能計測所）」「岡部医
院」「カフェ・デ・モンク」の実習では
様々な貴重な学び、体験をさせて頂
き、皆さまの振り絞るような言葉・心
をかみしめながら伺いました。
　 研修と実習を重ねて行くうちに、私
の中で少しずつですが、何かが変わっ
て行ったように思います。そしてそれ
は自分の信仰、天理教の信仰が深まり
始めた感じでもありました。ある時は
自分の信仰とまたある時は自分の情け
なさ弱さと向き合い、「それでもあな
たは天理教の教会長？宗教者？本当に
神様の手足、道具となって働く心があ
るのか」、と何度も神様からの挑戦状
をつきつけられました。その都度先生
方、同じ志のお仲間の力に支えられ、
少しずつ、心の向きが変わっていった
ように思います。
　 神様からの挑戦状を正々堂々受けて
立てたか、神のみぞ知る所であり、こ
れからの信仰生活の中で答えを頂いて
行くことになるのかもしれませんが、
自分の中ではっきりと天理教の教えの
中に生かされている事の喜びと使命を
感じることができました。
　 この貴重な体験・学びは、宗派宗教
の壁を扉に変え、その扉を開いて、宗教
者としての原点、本来の働きをする力、
勇気を持たせて頂いたように思います。
仙台での「元一日」を心に刻み、叱咤
激励しながら自分自身を磨き続け、精
進してまいりたいと願っています。
　 宮城県宗教法人連絡協議会の先生方
と岡部先生、東北大学の先生方が心を
尽くして立ち上げられたこの講座に参
加をお許し頂き、多くの貴重な学びと
出会いを頂きました事、私の宝となり
ました。この場をお借りしまして心か

ら感謝とお礼を申し上げます。本当に
ありがとうございました。そしてこれ
からも末長くご指導よろしくお願い申
し上げます。
　 実践宗教学寄附講座の益々のご発展
と、東日本大震災の被災者の皆さま
が、一日も早く元の穏やかな生活に戻
られ、東北が以前にも増して美しく豊
かになります事を、ご祈念し続けたい
と思います。

関崎智弥(三期
生・真宗大谷派)

　 「自分の宗派の事もよく理解してい
ないのに、多くの宗派の方々と一緒に
学べるのだろうか…。分かりあえるの
だろうか…」と、事前に名簿をいただ
いたとき、本当に戸惑い不安に思いま
した。しかし研修に参加し、共に生活
し学ぶことで、私の不安は払拭されま
した。
　 私が、他の宗派の事を知らないと同
時に、他の宗派の方々も私の宗派の事
を知らないのです。朝夕の日常儀礼
で、さまざまな宗派の日常儀礼を体験
し学び合いました。これが、「宗教間
対話」ということなのか、と思いまし
た。一人ひとりが違うという多様性を
前提にし、共に同じ目的のために活動
する。これが、宗教の公共性を担保
し、仮設住宅や病院など公共の場で、
宗教者が活動を行いやすくするものだ
と、共に活動する意義を学びました。
　 今回の研修で臨床宗教師として、
「生と死」を語れる宗教者が傍に寄り
添う事で、当事者が「自ら苦悩しなが
ら苦を乗り越え、生きていく力を得て
いく」という場面を何度か見聞きさせ
ていただきました。臨床宗教師を必要
としている方々に寄り添うために、
もっと臨床宗教師の輪が広がることを
願っています。

　 東北大学の先生方や共に学んだ仲間
たちに感謝しています。
（※『WCRP』408号より転載させていた
だきました。）

臨床宗教師として、今、そし
てこれから

井出存祐（二
期生、日蓮宗）

　 私は１月から社会福祉法人「小茂根
の郷」(東京都板橋区、理事長・壮隆一
郎氏) で 高齢者や介護サービスを必要
とする人々に宗教的ケアと相談活動を
行っています。
小茂根の郷の基本理念
「社会福祉の理念に基づき、高齢者の
人権を尊重し「自立支援」を前提に
「介護が必要な方」「虚弱な高齢者」
「医療が必要な在宅高齢者」「認知症
等の特別な介護が必要な方」および家
族に、専門性の高い介護技術と総合的
なチームケアを提供し、利用される地
域の方や入所されている方ができるだ
け、納得し満足できる生活が保てるよ
う「生活の質」を高められる支援を推
進します。
　 また、働く職員が生きがいを持ち、
働き甲斐があり向上心が持てる」施設
を目指す。としています。
一、日常のケア活動について
　 さて、こうした施設で、招かれてケ
ア活動に携わっています。今年度は、
「如何に生き、いかに死ぬか」という
大きなテーマを設定して施設で講話を
しております。
1月「日本人の生活と神々」、3月「三
味に生きる」、4月「被災地の老人を訪
ねて」、5月「宗教が死を見つめ直
す」、6月「お盆の意味」、7月「すべ
ての命に感謝する」、8月「人間の心の
醜さを知る」(日航機墜落事故から28
年)、9月「生と死を考える」 (生老病死)
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　 私の講話に参加する人は多い時で50
名、少ない時は20名、平均30名は参加
します。高齢者ばかりですから難しい
言葉や宗教辞典から引き出すようなこ
とばは出しません。戦争に出征した軍
人経験者が一人います。生と死の現場
については臨床体験そのものです。ま
た、戦火の中で生き抜いた女性も当時
の悲惨な様子を語ってくれます。

二、宗教者が公共的な場所で活動する
ことについて
　 いま、並びにこれからの宗教者に
とって大切なことと思います。日本社
会は「宗教」ということばに対して非
常に懐疑的になっていると思う。「信
教の自由」(憲20)や「政教分離」(憲
20、89) の語句は知っていても本当の
意味で信教を知らず、人間が本来もっ
ている祈り(礼拝)という敬虔さを尊重
する思想を排斥する傾向があります。
しかし、宗教活動や団体には著しく反
社会的な活動がみられることがある。
（例、オウム真理教のテロ行為、加持
祈祷による死亡に至らしむる行為。紀
元会に見る集団暴行等）。こうした宗
教団体がある限り、国民的信頼は確立
されない。
　 大震災以後、宗教者が協力して被災
者のこころのケアに取り組んでいる姿
こそ大切な行為であり、広く国民に知
らせるべき活動です。
　 例を挙げると『中央公論』(25年1月
号)で中下大樹師(真宗大谷派僧侶・寺
ネットサンガ代表)が「2000人の最期
を見送って」と題して意見を発表して
います。師は大学院でターミナルケア
を学んだ後、仏教系ホスピスで看取り
に従事、その後超宗派「寺ネットサン
ガ」。を設立し、自殺、貧困、孤立死
問題 に取り組んでいる。臨床宗教を学
ぶ者として是非一読して欲しい。

ナローパ大学(Naropa University)は、
コロラド州ボールダーにある、米国で
最初の仏教系大学である。1974年
に、チベット仏教の指導者チョギャ
ム・トゥルンパ(1939-1987)によって
設立された。同大学大学院のチャプレ
ン養成課程(Master of Divinity)に在籍
している古村文伸氏に、米国の仏教
チャプレン養成についてお話をうか
がった。

米国の仏教大学に学ぶ
　古村文伸（コムラ・フミノブ）と申
します。もともとエンジニアの仕事を
していましたが、仏教の応用に興味が
あり、退職後に何かやりたいと考えて
いたんです。

　たまたまボールダーに仕事の関係で
住んでいたので、ナローパ大学のこと
は知っていて、調べてみたらチャプレ
ン養成コースというのがあり、まさに
これだと思ったので応募し、合格した
ので会社をやめて学生になりました。
マスター・オブ・ディヴィニティ*は３
年コースですが、もう年だし、言葉の
問題もあるので４年かけることにしま
した。来年は修論を書く予定です。
〔*Master of Divinityとは、一般のキリス
ト教系の大学では、聖職者養成を行なう神
学部の修士課程に当たる。〕

　学費は、1単位が900ドルで、72単位
が必須ですから、500万円ですね（最
近まで1ドル75円でしたから）。教科
書は、中古で買ったり、図書館で済ま
せたりします。CPEなどの実習は自腹
ですが、大学に寄附されている奨学金
からのサポートもあります。
　 住居はアパートですが、ボールダー
はコロラド大学、大企業があり、イン
テリの白人が多い町で、家賃が高いで
すね。隣町からバスで通うこともでき
ます。せっかくいい内容だから、関心
がある日本の若い人に行ってもらいた
いと思います。私みたいな年寄りが
行ってもしょうがないから（笑）。

　私自体は仏教徒かというと、なにか
修行はしたいと思っていました。シャ
ンバラという、チベット仏教をベース
にしたチョギャム・トゥルンパの始め
た宗教の僧院に行ったりしていました
が、ちょっと馴染まないなという気は
していました。ニューヨークに天台宗
があるということがわかり、「寛雄」
という法名をいただいて、そこで修行
をはじめました。先生はユダヤ系のア
メリカ人で、もと文化人類学者です。
長野県の実家は臨済宗でしたが、横浜
の知り合いの寺に墓を買って、行って
みたら天台宗でした（笑）。
　仏教チャプレンの養成大学院という
ことでは、バークレーにInstitute of 
Buddhist Studies というのがあり、そこ
にもMaster of Divinity というコースが
あります。ロサンゼルスには台湾仏教
系（佛光山）の、University of the West
というのがあります。
　仏教チャプレンの養成大学院はこの
三つですが、アメリカではチャプレン
は“interfaith”ということでやっていま
すので、これから増えていくでしょ
う。私の友人（米国人）には海軍の
チャプレンに採用が決まっている人が
いますが、採用されたら海軍では三人
目の仏教徒だそうです。最初の人は女
性*だと聞いています。
〔*2004年にチャプレンとなったJeanette 
Shin。浄土真宗本願寺派の尼僧。〕

インタビュー

ナローパ大学における米国
の仏教チャプレン養成

̶古村文伸氏に聞く̶
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　 私の同期は９人で、非白人は私だ
けですが、60代は私一人、50代が三
人、40代と30代が一人ずつ、20代が
三人、男女が半々とバラエティは豊
かでした。私のように仕事をやめて
チャプレンになるという人もいまし
た。全員がチャプレンになるわけで
はなく、「環境チャプレン」と称し
て地域コミュニティの問題解決のた
めのコミュニケーションを助ける仕
事をするという人もいました。

ナローパのカリキュラム
〔以下、次頁の科目表の記号にしたがって
説明する。(3)は週３回を意味する。〕
　 大学院のカリキュラムは、仏教を
はじめて勉強するという前提で出来
上がっています。チベット仏教の伝統
ですから、「聴く、考える、瞑想す
る」ということを中心にしています。

ナローパ大学
　 “Basic Attendance”というのがあ
り、クラスメートと三時間くらい
ずっといっしょにいて、付き添い、
一緒に過します。傾聴の練習です
ね｡“Being Present”といって、心を
オープンにして、自分にとらわれず、
相手に寄り添う。チャプレンとなる
ための実際的なトレーニングです。
　REL602は、自分の先祖を分析し
て、自分の生い立ちや、どういう業
を背負っているかを分析してみんな
とシェアするものです。
　REL611は原始仏教の講義ですが、
ところどころで瞑想をします。
REL614はチベット仏教風のアビダル
マで、唯識系の心の分類、修行法と
かをの解説です。REL616の「プロセ
ス・ラボ」というのは、クラスメー
トと先生で輪になって座り、その

時々の思いを話し、気持ちをシェア
します。チャプレンと患者が心を開
くための共通の場を作ります。「ス
ペース」というのが流行り言葉みた
いになっています。これを二年間同
じ仲間でやってきているので、みん
な家族以上のつながりになっていま
す。この科目をやめるかどうか議論
があるんですが、私は絶対やめるべ
きじゃないと思っています。
　REL650のDathunというのはチベッ
ト語です。休暇を利用して、好きな宗
派のところを選んで、４週間山にこ
もって瞑想するものです。REL658は
説法や葬式などに関する実務的な話
ですね。
　REL779の宗教間対話は重視しされ
ています。多元主義の理論とトレー
ニングで、指定された他宗派の人を
訪ねて一時間半ずつ三回の会談を持
つ。私はアメリカの法輪功の人を訪
れました。霊魂観を質問されたりし
てとても面白かったです。自分自身
を振り返るチャンスにもなります。
　私は仏教関係の選択科目として、ア
メリカの仏教というのをとりました。
休みの日に教団訪問をするんですが、
私は初めて創価学会に行きました。ア
メリカ人がものすごい速さで南無妙法
蓮華経を唱えていました。
　REL714のパストラルケア概論は、
スピリチュアリティのアセスメント
などです。相手がスピリチュアリティ
のどのような発達段階にあるか。生
い立ちやバッグラウンドからどのよ
うなスピリチュアリティを持ってい
るか、など。これも、指定された特
定の人に会いにいくことになりま
す。担当はたいへん仏教に理解のあ
る女性牧師さんです。話し手と聞き
手が安全なスペースを作るための手
法も学びました。まわりに黙って
座っていても応援してあげる共感的
観察者となるための訓練ですね。
　 REL747のCPEの受講は、単位はゼ
ロですが必須です。私はハワイの高
齢者の多い病院に行きました。

　瞑想の選択科目には、禅のほか、
生け花、茶道、太極拳もある。日本
文化への期待が高いですね。
　REL763の「宗教教育」はチャプレ
ンになるための修行です。子供にど
のように宗教を語るかなどを学びま
した。子供向けの仏教の絵本を教材
に使ったりしました。
　REL804はナローパ大学内でのチャ
プレンの訓練です、ハンドブレッシ
ングの仕方なども学びました。

“interfaith”の教育と仏教
　 カリキュラム全体としては、他宗
教の理解ということを特に強調して
いるわけではありません。アメリカ
の宗教や、宗教間対話といった授業
はありますが。クリスチャンの先生
が「社会悪に対して戦わなければな
らない」というときに、仏教徒はな
ぜ行動しないのかという言われ方を
して違和感を感じたことがありまし
たね。
　 私が行ってすぐ思ったのは、アメ
リカの仏教というのは瞑想と心理学
ですね。瞑想がないと仏教じゃない
と思っている人が大半です。それか
ら心理的な苦しみとか悩みとかを解
決してもらえるんじゃないかと思っ
て仏教に入ってきている人も多いで
す。心の悩みを自覚して何とかしな
くちゃと思っている平均的アメリカ
人は多いと思うんですよね。禅は禅
で根強い人気がありますけど、ただ
黙って座れというのに飽き足らなく
なっている人もいるようですね。
　 仏教の授業でよく出てくる言葉
に“conceptual mind”というのがあ
ります。概念や言葉、それが苦の原
因であるということですが、日本で
はどうなっているのか調べてもなか
なか出てこないですね。

古村さんにはこの後も貴重なお話をた
くさんうかがわせていただいた。会話
の中で出てきた「チャプレンには新人
もベテランもない。一生かけて修
行。」という言葉が印象に残っている｡
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First year, fall〔第１学年秋学期〕 (13)
REL600 Meditation Practicum I: Seeds of Peace (3)〔瞑想
１：平和の種子〕
REL602 Communication: Family Systems (3)〔ファミ
リー・システム〕
REL611 First Turning of the Wheel: Nature of Mind and 
Emotions (3)〔初転法輪〕
REL614 Mind and Its World I (3)〔精神とその世界１〕
REL616 Process Lab I (1)〔プロセス・ラボ１〕

First year, spring〔第１学年春学期〕(13)
REL615 Group Process I: Conflict and Diversity (3)〔グ
ループ・プロセス１：紛争と多様性〕
REL620 Meditation Practicum II: Self and No-Self (3)〔瞑
想２：自我と非我〕
REL624 Mind and Its World II (3)〔精神とその世界２〕
REL650 Dathun: Monthlong Meditation Intensive (0)〔集中
瞑想〕
REL654 Process Lab II (1)〔プロセス・ラボ２〕
REL661 Second Tuming of the Wheel: The Bodhisattva Path 
(3)〔初転法輪：菩薩道〕

First year, summer〔第１学年夏学期〕(3) チベットの伝
統履修者のみ
Tibetan Tradition students will attend Nitartha Institute and 
register for:
REL705 The Mind Only School (1.5) Tibetan Tradition 
emphasis only
REL720 Buddha Nature and Shentong Traditions (1.5) 
Tibetan Tradition emphasis only

Second year, fall〔第２学年秋学期〕(13)
REL635 Meditation Practicum III: Mind-Training (3)〔瞑
想：自我と非我〕
REL658 Homiletics & Ritual Arts (3)〔説教と儀礼〕
REL 728 Process Lab III (I)〔プロセス・ラボ３〕
REL779 Interreligious Dialogue: Theory and Practice (3)
〔宗教間対話：理論と実践〕
Dharma Elective (3)〔選択科目：ダルマ〕

Second year, spring〔第２学年春学期〕(13)
REL710 Third Turning of the Wheel (3)〔第三転法輪〕
REL 714 Introduction to Pastoral Care (3)〔パストラルケ
ア概論〕
REL749 Contemporary American Religion (3)〔現代アメ
リカの宗教〕
REL768 Process Lab IV (1)〔プロセス・ラボ４〕
Contemplative Elective (3)〔選択科目：瞑想〕

Second year, summer〔第２学年夏学期〕(0)
REL747 Master of Divinity Fieldwork: CPE (0)〔臨床牧会
教育(CPE)〕

Third year, fall〔第３学年秋学期〕(10.5)
REL763 Religious Education (3)〔宗教教育〕
REL803 MDiv Research Methodology (l.5)〔修士論文指導〕
Religious Studies Elective (3)〔選択科目：宗教学〕
General Elective (3)〔一般選択科目〕

Third year, spring〔第３学年春学期〕(9.5)
REL804 Applied Ethics and Service Leaming (2)〔応用倫
理〕
REL853 MDiv Thesis Seminar (1.5)〔修士論文指導〕
REL880 Comprehensive Exam (0)
Religious Studies elective (3) History of Religions emphasis 
only〔選択科目：宗教学〕
General elective (3)〔一般選択科目〕

TOT AL CREDITS 72 (54 Required, 18 Elective)

Dharma Electives are selected from Buddhist Studies classes 
within the Religious Studies Department 
〔選択科目：ダルマは、宗教学科開講の仏教学科目を
選択〕
Contemplative Electives are selected from the following 
classes:〔選択科目：瞑想は次の科目から選択〕
REL504W The Breeze of Simplicity: Buddhist Mediation 
Weekend (1)〔仏教の瞑想〕
REL540 Zen Buddhism (3)〔禅仏教〕
REL554W Opening the Heart: Buddhist Mediation Weekend 
(1)〔仏教の瞑想〕
REL571 Centering Prayer as Christian Contemplation (3)
〔キリスト教の瞑想〕
REL634 Hindu Yoga-Tantra (3)〔ヒンドゥー教のタント
ラ・ヨーガ〕
REL690W-791W Shambhala Training Levels I-XII (1)
〔シャンバラ・トレーニング〕
REL609W Mindfulness Instructor Training (1)〔マインド
フルネス指導法〕
REL709W Mindfulness Instructor Training II (1)〔同〕
REL809W Mindfulness Instructor Training III (1)〔同〕
REL 789 Meditation Practicum IV: Maitri and Mandala (3)
〔マイトリーとマンダラ〕
TRA515 Yoga 1〔ヨーガ〕
TRA520 Ikebana〔生け花〕
TRA505 Tai Chi〔太極拳〕
General Electives are selected from any graduate level class 
open to Religious Studies Students
〔一般選択科目は宗教学専攻学生が履修可能な大学院
科目から選択〕
Religious Studies Electives are graduate level classes 
selected within the Religious Studies Department (REL)
〔宗教学選択科目は宗教学科開講の大学院科目から選
択〕

Naropa University Master of Divinity Requirements
ナローパ大学マスター・オブ・ディヴィニティ必修単位
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活動報告

《2013年度後期開講科目》
授業名： 臨床死生学
担当者：谷山洋三
内容：様々な死生観を通して自分自身の死生観を涵養し、
医療・福祉の臨床における死に関する諸問題について学ぶ。
登録者数：26（大学院文学研究科2、文学部24）

授業名：スピリチュアルケア論
担当者：谷山洋三
内容：スピリチュアルケア、宗教的ケアについて基礎知識を得る。
登録者数：14（大学院文学研究科2、文学部11、科目履修生1）

授業名：宗教と心理(2)
担当者：高橋原
内容： 神話に注目しながら、宗教が人間の心に与える影響を考え
る｡
登録者数：150（文学部137、 教育学部4、法学部1、大学院文学
研究科8）

授業名：大学院研究演習
担当者：高橋原
内容：前期に続き、Clinical Handbook of Pastoral Counseling, 
vol. 1-3 (Paulist Press, 1992-2002) , Professional Spiritual and 
Pastoral Care: A Practical Clergy and Chaplain's Handbook
(Skylight Paths Pub, 2011)から、いくつかの論文を選んで講読す
る。
登録者数：3（大学院文学研究科3）

授業名：基礎実習（大学院・学部共通科目）
担当者：谷山洋三・高橋原
内容：第4回臨床宗教師研修を実地観察し、各自設定したテーマを
研究する｡
登録者数：10（ 文学部8、 大学院文学研究科2）

《発表・講演》
6月1日　 鈴木岩弓「死者と向きあう」（第55回印度学宗教学会
公開シンポジウム・コメンテーター）

6月7日　鈴木岩弓「現代日本人の死生観の変化」（SAカレッジ）

6月24日　鈴木岩弓「現代日本人の死後観念―東日本大震災時の
土葬採用をめぐって―」（第691回浅草寺仏教文化講座）

7月9日　鈴木岩弓・ 高橋原「震災後の幽霊の語りと民俗」（京
都大学こころの未来研究センター第4回東日本大震災関連シンポ
「こころの再生に向けて～震災と語り～」）

7月21日　 鈴木岩弓「宗教と公共性」（国際日本文化研究セン
ターシンポジウム「宗教と公共性―神道と宗教復興から―」）

9月14日　 鈴木岩弓「『臨床宗教師』の可能 性」（第10回
APCPCC大会・第6回JSSC学術大会合同大会副大会長講演）

11月2日　 鈴木岩弓「霊と肉と骨－現代日本人の死者観念－」
（第65回東北大学大学祭模擬授業）

11月9日　 鈴木岩弓「現代日本人にみる死生観」（平成25年度
鶴見大学先制医療研究センター公開シンポジウム「終末期におけ
る医療と宗教の協働化に向けて」）

11月28日　 鈴木岩弓「現代日本の死の文化から見た「無縁社
会」」（インドネシア日本研究学会：ASJI(Asosiasi Studi 
Jepang di Indonesia））

4月10日　 谷山洋三「臨床宗教師の展望と課題（講義とワーク
ショップ）」（岡部医院・「心の相談室」・実践宗教学寄附講座
合同勉強会、東北大学文学部棟）

5月25日　谷山洋三「臨床宗教師の展望と課題」（トラウマ経験
の組織化をめぐる領域横断的研究、京都大学人文科学研究所）

5月29日　谷山洋三「『臨床宗教師』養成の取り組みの意義と目
的」（第1回龍谷大学大学院実践真宗学研究科ＦＤ研究会、龍谷
大学大宮学舎）

5月29日　 谷山洋三「『臨床宗教師』養成の目的と意義　 ～グ
リーフケア・スピリチュアルケア～」（龍谷大学大学院実践真宗
学研究科「ビハーラ活動研究」特別講義、龍谷大学大宮学舎）

6月1日　 谷山洋三「臨床宗教師の養成と展望」（第55回印度学
宗教学会公開シンポジウム「死者とむき合う」、駒沢女子大学）

6月22日　谷山洋三「日本的チャプレンとしての臨床宗教師とそ
の課題」（第18回日本緩和医療学会学術大会パネル「End of 
Lifeを考える̶日本人と和の心̶」、パシフィコ横浜）

8月24日　谷山洋三「シンポジウム　緩和ケアは死に向き合って
きたか」（司会）（仏教看護・ビハーラ学会第9回年次大会、皇
學館大学）

8月27日　谷山洋三「公共空間における臨床宗教師の役割」（宗
教倫理学会夏季一泊研修会「死者とともに生きる～3.11以後の
死生観とその変容」、関西大学セミナーハウス飛鳥文化研究所）

9月8日　 谷山洋三「臨床宗教師の養成」（パネル「公共空間で
心のケアを提供する宗教者の養成とその課題」（代表者谷山洋
三）、日本宗教学会第72回学術大会、國學院大學）

9月11日　 谷山洋三「第2部『東北大学実践宗教学寄附講座』受
講者体験発表」（司会）（宮城県宗教法人連絡協議会40周年記
念大会「いま慰霊、そして復興の刻」、メルパルク仙台）

9月14～16日　 鈴木岩弓・谷山洋三・高橋原「臨床宗教師研修
と実践宗教学寄附講座の取り組み」（パネル展示、第6回日本ス
ピリチュアルケア学会・第10回アジア太平洋パストラルケア・
カウンセリング学会合同学術大会、東北大学理学部）

9月18日　Yozo Taniyama and Hara Takahashi, “New Project 
for Educating Rinsho-Shukyo-shi (Japanese-style Interfaith 
Chaplain) at Tohoku University,” (The 10th Asia-Pacific 
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Congress on Pastoral Care and Counseling and The 6th
Japan Society of Spiritual Care, Joint Conference 2013, 
Sendai Silver Center.)

9月28日　谷山洋三「震災後の心のケアと宗教者の役割」（臨床
パストラル教育研究センター東北ブロック講演会、仙台福祉プラ
ザ）

10月5日　 谷山洋三「スピリチュアルケアと宗教的ケア」（第3
回金沢一日マギーの日、石川国際交流サロン）

11月2日　森田敬史・谷山洋三「臨床宗教師研修の効果̶̶宗教
者の死生観に着目して」第37回日本死の臨床研究会年次大会、
くにびきメッセ

11月5日　谷山洋三「臨床宗教師の役割」（真宗大谷派大垣教区
ビハーラ勉強会、大垣教務所）

11月10日　 谷山洋三「臨床宗教師の意味と役割」日本カウンセ
リング学会認定カウンセラー会2013年度第3回相互研究（研
修）会、早稲田大学

6月1日　高橋原「被災地の幽霊と宗教者の役割」（2013年度印
度学宗教学会、駒沢女子大学）。

8月8日　 高橋原「東日本大震災と東北大学による臨床宗教師養
成」、（平成25年度宗教法人事務担当者研修会(北海道・東北地
区)、福島市杉妻会館）。

9月8日　 高橋原「被災地における「心霊現象」と宗教者の対
応」（日本宗教学会第72回学術大会、國學院大学）。

9月8日　高橋原 「コメント」（パネル「公共空間で心のケアを
提供する宗教者の養成とその課題」代表者谷山洋三、日本宗教学
会第72回学術大会、國學院大学）。

10月5日　高橋原「誰が話を聴くのか？―被災地における霊の話
と宗教者」（2013年度㈶国際宗教研究所･東洋英和女学院大学
死生学研究所共催シンポジウム「被災地での活動」、東洋英和女
学院大学）。

《論文・寄稿》
鈴木岩弓「東北大学の『臨床宗教師』養成構想」『全仏』No.
590、全日本仏教会、2013年6月、2頁。

鈴木岩弓「いま宗教者に求められていることは何か」『寺門興
隆』No.175、興山社、 2013年6月、58-65頁。

鈴木岩弓「いまなぜ臨床宗教師の養成が必要なのか」『寺門興
隆』No.176、興山社、 2013年7月、108-116頁。

鈴木岩弓「生者と共に生きる死者」『すいとく』第709号，竹駒
神社、 2013年8月、1頁。

鈴木岩弓「東北地方の『骨葬』習俗」鈴木岩弓・田中則和編『講
座東北の歴史　 第六巻　 生と死』清文堂、 2013年9月、
249-274頁。

鈴木岩弓「東日本大震災による被災死者の慰霊施設」村上興
匡・西村明編『慰霊の系譜̶死者を記憶する共同体』森話社、
2013年11月、2113-231頁。

谷山洋三「シンポジウム　宗学の現代的意義̶大震災を経験して
̶」（座長）『密教学研究』45号、2013年、91-102頁。

谷山洋三「《「震災と宗教」シンポジウム》被災地の『心のケ
ア』と宗教者のあり方」『北陸宗教文化』26号、2013年、
29-35頁。

高橋原「論・談 被災地の「心霊現象」」『中外日報』2013年8
月24日。

《新聞報道等》
『全仏』590号（2013年6月1日）
　西出勇志「新しい試みに意識向けよう」
　高橋悦堂「「臨床宗教師研修」を受講して」

【TV】NHK WORLD (2013年7月8日)
　"Veneration for the Departed"

【TV】NHK BS-1 TOMORROW (2013年7月10日)
　「亡き人の魂とともに」（取材協力／谷山洋三）

日本経済新聞電子版（2013年8月2日）
東日本大震災 寄り添いと祈り～臨床宗教師

【TV】NHKスペシャル (2013年8月23日)
　「亡き人との“再会”」（取材協力／高橋原）

読売新聞大阪夕刊(2013年8月26日)
「臨床宗教師」養成進む
　東日本大震災 広がる霊的体験の悩み
　東北大の鈴木教授ら 不可視の世界「話し相手に」
　背景に後悔や罪悪感　　　　　　　　(木須井麻子）

山形新聞（2013年8月15日）
日本再生考　東北大教授　鈴木岩弓氏
　宗教は生者にも寄り添え／宗派超え、公共性期待
　（共同通信編集委員　柿崎明二）

北國新聞（2013年10月6日）
　がん患者に安らぎの場を　金沢で意見交換

朝日新聞石川版（2013年10月9日）
マギーさんの遺志　金沢でも／がんと向き合い生きる
座談会で医師・患者ら語り合う

中外日報（2013年11月14日）
中立性意識し超宗派で
学問がケア活動支える
東北大・実践宗教学寄附講座　鈴木岩弓教授

毎日新聞（2013年11月22日）
検証・大震災：宗教が果たした役割　いのち、向き合う
    （内藤麻里子）
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寄附者
東北大学文学研究科実践宗教学寄附講座は宗教界など各方面からの寄附金によって維持運営
されています。寄附者の方々をここに記し感謝申し上げます。

日 本 基 督 教 団 

南西ドイツ宣教会

(EMS: Evangelical Mission in Solidarity) 

宮城県宗教法人連絡協議会

日本ナザレン教団 

宗教法人みんなの寺

融通念佛宗音羽山観音寺

浄土真宗本願寺派真覚寺

真宗大谷派常念寺

天台真盛宗新光寺

天台真盛宗西念寺

融通念佛宗西方寺

曹洞宗島田地蔵寺

真言宗智山派大聖寺

日蓮宗実相寺

日蓮宗妙興寺

秩父神社

神習教

念法眞教

匿名

実践宗教学寄附講座運営委員会
学内委員
鈴木岩弓　実践宗教学寄附講座教授（兼任）
谷山洋三　実践宗教学寄附講座准教授
高橋　原　実践宗教学寄附講座准教授

学外委員
川上直哉[委員長] 日本基督教団仙台市民教会主任担任教師
　　　      (財)東北ディアコニア理事長　
井形英絵　日本バプテスト連盟南光台キリスト教会牧師
伊藤文雄　元ルーテル神学校教授
金沢　豊　浄土真宗本願寺派総合研究所研究員
金田諦應　通大寺住職
小西達也　武蔵野大学教授
櫻井恭仁　心の相談室理事（財務担当）
佐藤央千　竹駒神社権禰宜
篠原祥哲　(公財)世界宗教者平和会議(WCRP)日本委員会
　　　　　仙台事務所所長
松山宏佑　昌林寺住職
宮崎正美　仙台白百合女子大学教授
伏見英俊　智山伝法院非常勤教授
〔事務補佐員〕 佐藤千尋　

　980-8576 宮城県仙台市青葉区川内27-1
　東北大学文学研究科内
　実践宗教学寄附講座
　022-795-3831(T/F)
   j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp
   http://www.sal.tohoku.ac.jp/p-religion/top.html

　編集後記

写真は、柿が色づき始めた10月に、臨床宗教師研修の会場を
提供していただいている石巻市の統禅寺裏手から北上川方向を
写したものです。第４回研修も中ほどを過ぎ、今年も宮城県
は、東京育ちには厳しい寒さの季節に入りました。引き続き温
かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。（た）

東北大学実践宗教学寄附講座ニュースレター第4号
編集・発行　東北大学大学院文学研究科実践宗教学寄附講座
2013年12月1日
　（このニュースレターは右記ホームページからも閲覧できます。）

公益財団法人世界宗教者平和会議(WCRP)日本委員会

日本キリスト教協議会エキュメニカル震災対策室 

財団法人東北ディアコニア

当講座は、全日本仏教会の「推薦団体」、日本宗教連盟
の「後援団体」として認定を受けています。

ご寄附のお申し込みにつきましては下記までお問い合わ
せください。

東北大学文学研究科内実践宗教学寄附講座
　　TEL: 022-795-3831(FAX兼)
　　E-mail: j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp

または
財団法人東北ディアコニア
TEL: 022-263-0520/FAX: 022-263-0521

　　E-mail: sendai@touhokuhelp.com




